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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します

(　1　)　2024 年 ( 令和 6年 ) 5 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 868 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認

2024年（令和６年）

第868号

5
月

下記日程は休館となります。
ご了承ください。

６月３日(月)終日 書記局会議

６月14日(金)終日 書記局研修

土・日・祝日も休館

５月30日（木）10時～12時

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
働
き
方
改
革
が
適
用
さ
れ
、

色
々
と
身
近
に
感
じ
て
き
て

い
る
。
か
か
り
つ
け
の
町
医
者

で
も
受
付
が
午
後
4
時
ま
で

に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
宅
配
業

者
も
ほ
と
ん
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
、
再
配
達
ロ
ス
を
な
く
す
努

力
を
し
て
い
る
。
建
設
業
は
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

▼
激
変
緩
和
措
置
が
2
0
2
4

年
5
月
で
終
了
し
、
電
気
・
ガ

ス
代
が
値
上
が
り
し
、
ま
す
ま

す
生
活
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

く
。
先
日
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に

い
っ
た
ら
千
円
を
超
え
て
い
た
。

ラ
ー
メ
ン
業
界
で
は
「
千
円
の

壁
」
と
い
う
言
葉
が
数
年
前
ま

で
は
あ
っ
た
が
、
あ
っ
さ
り
と

壁
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ー

メ
ン
も
大
衆
食
で
は
な
く
な
っ

た
な
と
感
じ
た
。
▼
現
在
、
春

の
拡
大
月
間
中
で
5
月
末
ま

で
行
動
中
。
拡
大
月
間
は
4
・

5
％
（
１
３
９
人
）
以
上
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
行
動

日
に
は
、
分
会
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
て
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
も

ら
い
、ス
タ
ン
プ

5
個
集
め
て
ご

当
地
ラ
ー
メ
ン

を
貰
お
う
。一
日

参
加
で
も
良
い

の
で
、
ぜ
ひ
一
緒

に
楽
し
く
行
動

を
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。支部の

ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

拡大は一緒に楽しく行動しよう

（石川 雅昭・副執行委員長）

春の拡大
統一行動日

　4月18日、山本太郎参議院議員との懇談が実
現、100万人署名の賛同と提出を快諾いただき
ました。今回の懇談への道のりは険しく、議員
会館を訪問し、秘書にお願いしても「多忙のた
め、おそらく賛同は難しい」との回答。
　ところが山本議員と面識のある杉並支部組
合員にお願いしたところ、翌日には山本議員と
つながり後日懇談が実現、改めて仲間のネット
ワークに感謝、大切さを実感しました。
　山本議員からは「また懇談しましょう」との
言葉もあり、次回にも期待がもてる懇談になり
ました。

　2月29日、100万人署名の紹介議員行動として、首
都圏建設ユニオン杉並支部・杉並建設と共同で吉田
はるみ衆議院議員事務所を訪問しました。
　それぞれの組合より建設産業の実態を報告、賃金
引き上げや担い手確保、建設キャリアアップシステム
の普及など請願事項を伝えました。
　懇談の中では、自民党の裏金問題についての話に
および、政治倫理審査会で真相が究明されないので
あれば、証人喚問に持ち込みたいとの話もありました。
　100万人署名の請願項目にはこころよく賛同いた
だき、３月１日に国へ請願書を提出していただきまし
た。

持
続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
へ

吉田・山本国会議員へ100万人署名の賛同と提出が実現

周
り
の
未
加
入
の

仲
間
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

組
合
加
入
は
仲
間
か
ら

の
紹
介
が
一
番
の
近
道
で
す
。

み
な
さ
ん
の
個
人
の
つ
な
が

り
を
今
一
度
見
回
し
て
「
組

合
に
加
入
す
る
・
し
な
い
」

に
関
わ
ら
ず
未
加
入
の
仲
間

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
事
業

所
の
仲
間
は
、
協
力
業
者
の

中
で
、
組
合
を
必
要
と
し
て

い
る
未
加
入
者
に
、
今
一
度

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
制
度
な
ど
、
詳
し
い

説
明
は
、
役
員
や
書
記
局
に

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

統
一
行
動
日
に

参
加
く
だ
さ
い

　

右
記
の
行
動
日
が
組
合

員
訪
問
活
動
日
で
す
。
集
ま

る
人
数
が
多
く
な
る
と
、
複

数
の
組
を
作
っ
て
回
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
訪
問
の
際
は

区
内
居
住
65
歳
未
満
の
組

合
員
を
対
象
と
し
た
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙
を

持
っ
て
訪
問
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
に
登
録
い

た
だ
く
と
月
2
回
程
度
、
組

合
の
情
報
が
届
き
ま
す
。
過

去
に
登
録
し
た
方
も
、
用
紙

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ト
ー
ク
画
面
に

ご
自
分
の
名
前
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
エ
ン
ト
リ
ー
は
完

了
で
す
。
抽
選
で
ニ
ン
テ
ン

ド
ー
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ　

Ｌ
ｉ

ｔ
ｅ
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

行
動
参
加
者
に
も

特
典
あ
り

　

今
回
は
訪
問
行
動
（
仲
間

づ
く
り
行
動
）
へ
の
参
加
者

に
も
特
典
が
あ
り
ま
す
。
行

動
参
加
者
に
は
「
ハ
ッ
ス
ル

5月22日（水）・23日（木）
5月29日（水）・30日（木）
※開始時間は、分会役員にお尋ねください

最終盤

ラ
ー
メ
ン
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
」
が
配
布
さ
れ
、
参
加
毎

に
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
ま
す
。

各
分
会
が
お
こ
な
う
日
曜
行

動
へ
の
参
加
は
、
ス
タ
ン
プ

２
倍
！
ス
タ
ン
プ
５
個
で
ご

当
地
ラ
ー
メ
ン
を
１
袋
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
拡
大
打
ち

上
げ
式
で
は
、
こ
の
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
を
抽
選
券
と
し
て
、

大
抽
選
会
も
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参

加
・
協
力
で
、
拡
大
目
標
達

成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

【
組
織
部
・
発
】
３
月
25
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
春
の
拡
大
月

間
」
も
い
よ
い
よ
後
半
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年

1
月
人
員
を
３
、
０
８
６
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
杉
並
支
部

は
、
5
月
当
初
人
員
で
３
、
０
３
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
１

月
人
員
の
回
復
、
実
増
を
め
ざ
し
て
奮
闘
中
で
す
。

　

東
京
土
建
の
優
れ
た
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
そ
し
て

私
た
ち
の
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
春
の
拡
大

月
間
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

春の拡大月間最終盤
ご協力をお願いします

齋藤 組織部長石川 組織担当四役

【
本
多
道
雄
さ
ん
・
高

和
分
会
・
給
排
水
】
４
月

１
日
付
で
中
野
支
部
か

ら
高
和
分
会
に
転
入
し

ま
し
た
。
春
の
拡
大
出

陣
式
に
誘
わ
れ
て
出
席

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
多

く
の
参
加
者
だ
と
は
思

わ
ず
び
っ
く
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
支
部
・
分
会
の

活
動
に
顔
を
出
し
た
い

で
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
者
に
び
っ
く
り

藤
田
高
和
分
会
長
（
右
）
と
握
手
す
る
本
多
さ
ん

吉田はるみ衆議院議員を３組合で訪問

多くの仲間が参加した中央分会 
「仲間を増やすぞ！（福元組織部長）」

鎗田委員長が山本太郎参議院議員に署名を手渡す

春の
拡大月間
の特典

LINE登録
キャンペーン
用紙

ハ
ッ
ス
ル
ラ
ー
メ
ン

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

出陣式に
参加して
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５
月
当
初
人
員
３
、０
３
０
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

松
井　

大
介

床
・
内
装

井

荻

直
接
加
入

伊
藤　

悠
也

床
・
内
装

井

荻

落
合　

孝
之

田
中　

達
惟

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

佐
藤　

柊
太

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

榎
本　

愛
桜

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

石
川　

誠
一

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

松
村　

敦
哉

床
・
内
装

西

荻

再
加
入

田
邉　

雅
樹

冷
暖
房

西

荻

砂
川　

和
輝

白
濱　

陸

床
・
内
装

西

荻

溝
口　

翔
太
郎

奥
山　

は
ず
き

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

森
田　

紹
真

床
・
内
装

富
士
見

西
田　

弘
志

橋
本　

新
吾

電
気

阿
佐
谷

上
野　

和
久

Ｌ
Ｅ　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｈ　

Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｇ

と
び

阿
佐
谷

長
友　

達
也

Ｈ
Ａ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ　

Ｈ
Ａ
Ｉ

と
び

阿
佐
谷

長
友　

達
也

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｃ　

Ｋ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

と
び

阿
佐
谷

長
友　

達
也

Ｃ
Ｕ　

Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｎ　

Ｎ
Ａ
Ｍ

と
び

阿
佐
谷

長
友　

達
也

Ｃ
Ａ
Ｏ　

Ｖ
Ａ
Ｎ　

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｈ

と
び

阿
佐
谷

長
友　

達
也

吉
岡　

新
汰

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

荒
川　

雅
史

島
田　

幸
子

防
水

阿
佐
谷

島
田　

幹
二
朗

Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｌ　

Ａ
Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｄ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｌ

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

Ｍ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｄ　

Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｏ

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

Ｍ
Ａ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ａ　

Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｕ
Ｌ　

Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｚ

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ａ　

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
Ｒ
Ａ

と
び

中

央

田
中　

俊
悟

Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｒ
Ｉ　

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｉ

と
び

中

央

田
中　

俊
悟

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ　

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｉ

と
び

中

央

田
中　

俊
悟

野
田　

貴
宏

冷
暖
房

中

央

田
崎　

和
人

永
谷　

嘉
章

冷
暖
房

中

央

転
入

藤
本　

昌
路

給
排
水

浜

福

酒
井　

正
与

樋
口　

将
晴

ブ
ロ
ッ
ク

浜

福

直
接
加
入

江
倉　

優
輝

給
排
水

浜

福

新
家　

啓
正

船
越　

吟
ノ
助

電
気

浜

福

縫
村　

信
秋

舟
窪　

健

冷
暖
房

浜

福

縫
村　

信
秋

縫
村　

星
南

冷
暖
房

浜

福

縫
村　

信
秋

中
山　

大
助

建
設
機
械
運
転

浜

福

平
良　

徹

坪
井　

一
馬

通
信

高

和

佐
曽
利　

愛
央

有
川　

弘
雅

塗
装

泉

南

片
岡　

光
雄

髙
田　

ま
ゆ
香

塗
装

泉

南

髙
田　

亨

■現場管理■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658－4844

■外構造園作業スタッフ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■電気工事■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■配管工■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■防水■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■造園工■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　美江子
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

■執行委員長
鎗田 登美雄（泉　南）
※本部中央執行委員
■副執行委員長 ※立候補順
石川 雅昭（西　荻）
角田 幸司（高　和）
吉田 康典（中　央）
栗林 弘行（中　央）
浅田 正昭（中　央）
■書記長
縫村 信秋（浜　福）
■書記次長
腰塚 智彦（書　記）
藤澤 拡海（書　記）
■四役待遇
中村 隆幸（浜　福）
※本部執行委員長
■常任執行委員 ※専門部順
塚原 恒平（浜　福）
齋藤 孝志（阿佐谷）
藤井 謙一郎（阿佐谷）
伊藤 和則（高　和）
岸川　正（泉　南）
佐藤　勉（富士見）
河原井 優樹（泉　南）
山田 康雄（浜　福）
児玉 一史（井　荻）
青木 隆之（阿佐谷）
髙取一二三（書　記）
■会計監査
西山 政幸（阿佐谷）
中村 昌子（中　央）
有本 幸子（浜　福）
■常任執行委員待遇
内山 賢司（書　記）
■青年部長
坪井 大樹（浜　福）
■主婦の会会長
大島 孝子（井　荻）
■シニア友の会会長
南雲 晧一（井　荻）
■青年部書記長
山崎 匠真（浜　福）
■主婦の会事務局長
依田あかね（阿佐谷）
■支部執行委員　※分会順
髙橋 孝志・松田 栄一・木内雅
彦・大島 修一（井荻）、石川 浩
昭・山下 早苗・小又真幸・村松 
大輔（西荻）、水尾 安男・水尾
みつほ（富士見）、武藤 真次・
蒲池 宏之・佐藤 英明・藤﨑 将
士（阿佐谷）、氏福 浩・中井
洋・福元 廣美・高橋 一郎（中
央）、大淵 修・篠 哲也・伊藤 
祥司・前田 正人（浜福）、藤田 
順平・土屋 紀彦・木下昌浩（高
和）、成田 光正・金子 和夫・高
橋 博人・福島信雄（泉南）
※下線は新任

2024年度
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 山梨県石和温泉「慶山」 参加者140名で第75回定期大会を開催

　

第
75
回
定
期
大
会
は
、
４
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
山
梨
県
石

和
温
泉
「
慶
山
」
を
会
場
に
13
年
ぶ
り
の
一
泊
大
会
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
（
参
加
者
１
４
０
人
：
役
員
50
人
・
正
代
議
員
79
人
・
特
別
代
議

員
９
人
・
来
賓
２
人
）
。
全
体
会
・
分
科
会
・
分
散
会
を
通
し
て
活
発
な

討
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
運
動
経
過
・
運
動
方
針
・
決
算
・
予
算
案
を
承
認

し
、
新
年
度
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

杉
並
区
内
４
ヵ
所
よ
り
７
時
に
乗
合
バ

ス
で
出
発
し
た
大
会
参
加
者
は
、９
時
15

分
頃
に
山
梨
県
石
和
温
泉
「
慶
山
」
に
到

着
。

　

冒
頭
、
司
会
の
吉
田
副
委
員
長
の
あ
と
、

小
山
・
武
藤
議
長
を
選
出
、
鎗
田
執
行
委

員
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
午

前
中
は
２
０
２
３
年
度
の
運
動
経
過
を
腰

塚
・
藤
澤
書
記
次
長
よ
り
報
告
、
続
い
て

栗
林
財
政
部
長
よ
り
決
算
報
告
、
支
部
会

計
監
査
よ
り
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
は
、
縫
村
書
記
長
よ
り
運
動

方
針
の
提
案
、
栗
林
財
政
部
長
よ
り
予
算

案
の
提
案
、
続
い
て
８
つ
の
会
場
に
分
か

れ
て
分
科
会
を
開
催
し
て
１
日
目
が
終
了
。

夜
は
分
会
を
越
え
て
交
流
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

2
日
目
は
、
午
前
中
14
部
屋
に
分
か
れ

て
分
散
会
を
開
催
、
午
後
の
全
体
会
で
は

運
動
方
針
・
予
算
案
の
採
択
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
提
案
、
支
部
役
員
改
選
、
退
任
す
る
役

員
を
代
表
し
て
毛
塚
常
任
執
行
委
員
待

遇
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
石
川
組
織
担
当
四
役
よ
り
春

の
拡
大
月
間
の
訴
え
、
最
後
に
角
田
副
委

員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
終
了
し
ま
し

た
。15

時
50
分
に
慶
山
を
出
発
、
18
時
頃
杉

並
区
内
各
所
に
無
事
到
着
し
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

13年ぶりの一泊大会 
交流深め新年度スタート

仕事技術
対策部

社会保障
対策部

厚生文化部

財政部

組織・後継者対策部

税金
対策部

教育
宣伝部

賃金労働
対策部

【報告者・福島 信雄さん・泉南・解体】仕事技術対策部の分科
会は、19名で開催しました。昨年度の運動経過では、塚原・齋藤
部長より「住宅デー」「まちづくりセンター」「災害対策」「建設
キャリアアップ」等の報告がありました。代議員からは「まちづく
りセンターに区民から仕事依頼があった場合について」質問があ
り「対応可能な登録施行者に適宜依頼している」と回答。方針で
は「住宅デー・第22回東京土建まつり」「災害対策」「石綿関連」
「建設キャリアアップシステム」「国・都・杉並区でおこなってい
る住宅助成事業」「建築カレッジ」について提案がありました。
　代議員から「住宅助成制度の申請は誰がおこなうのか」との質
問に対し「工務店が申請する場合と施主申請がある」と回答があ
りました。そのほか「自宅に看板を設置して仕事につながった」な
どの意見があり、経過・方針とも拍手で承認して終了しました。

【報告者・森 聰子さん・西荻・電気】16名の参加でおこなわれ
た社会保障対策分科会では、はじめに本部作成のDVD「仲間
の健康と土建国保を守ろう」を視聴しました。岸川部長の昨
年度の経過では、国保組合予算を現行水準で確保できたこと、
健診受診率向上の取り組み、マイナ保険証学習会の開催など
を報告。補足として執行部より、補助金を満額確保したのに
保険料が上がる仕組みや子育て拠出金は、健康保険料の値上
げでごまかそうとしている増税であること。マイナンバーで個
人データを蓄積し、個人資産を把握、ゆくゆくはそこに課税を
狙っていることなどが説明されました。
　代議員からは「マイナンバーは莫大な予算を掛けて作った
のに全く活用できていない。国民が政府に作ったものを活か
すように求める運動も必要」などの意見がありました。最後に、
議案は拍手で承認されました。

【報告者・木内 雅彦さん・井荻・内装】厚生文化
分科会は17名でおこなわれ、まず河原井部長より
火災共済推進月間、全都でトップの自動車共済や
自転車保険の加入状況、ヨガ教室、前進座の観劇
などの報告がありました。参加した代議員からは
「ファミリーカード提携店一覧など、組合のメリッ
トをより分かりやすく周知してはどうか」、ヨガ教室について「食事会の開催に合わせておこ
なったらどうか」といった意見があり検討していく、と答弁がありました。
　また、各分会から分会レクリエーションの内容や参加層について報告があり、すぐれた共済
制度を仲間に広めていこうと、最後に拍手で議案は承認されました。

【報告者・木村 英一郎さん・高和・建物サービス】
財政分科会は、17名の参加でおこなわれ、まず、
栗林部長より2023年度決算の特徴点や未滞納対
策などの経過報告がありました。その中で毎年3
月の保険証交付によって未滞納が減少しており、
毎月続けていくことが滞納対策につながること
や、杉並支部インボイス登録の経緯や別館の賃貸状況について詳しく説明がありました。
　2024年度の方針では滞納の月数を「1を0に減らす」「1を2に増やさない」という基本方針の
もと、群再編によって機能を強化し、脱退・滞納対策につなげていく、といった提案がありました。
　質疑では、長期滞納者が入金になった場合に群への連絡を徹底してほしい、との要望や
滞納者への通知や群会議のあり方などの質問が出されました。執行部からは、「群会議に
参加しないと伝えられないこともあり、群会議への呼びかけをしっかりおこなうこと。支部
LINE公式も活用し『困ったことは東京土建へ』を広めていくことが必要だ」と答弁があり、
ました。最後に拍手で議案を承認しました。

【報告者・大島 修一さん・井荻・鉄骨】組織・後継
者対策分科会は、20人の参加でおこなわれました。
はじめに執行部から「昨年度はみなさんの力で年
間拡大目標は達成できたが組織実増はできなかっ
た。今年度は何としても実増できるよう一致団結
して拡大運動に取り組んでいきたい」と発言があ
りました。
　角田組織部長から経過報告・方針提案があり、多くの行動参加者を集めるため「行動参加者
特典スタンプカード」の導入や、若手交流会の開催で活動協力者を発掘するなど分会・群の組
織強化について説明がありました。
　続いて山田後継者対策部長より経過報告・方針提案があり、イベントに参加した仲間から感
想が述べられました。屋上BBQに参加した仲間からは、奥様が参加し、主婦の会のみなさんと
子育ての話ができたとの報告。ネイチャー体験では家族ぐるみで自然体験ができ、子どもたち
も喜んでいた、などの報告もありました。
　青年部からは、後継者への橋渡しをしっかりとおこない、役員候補を育てていきたい、と決
意表明がありました。最後に議案を承認し、閉会しました。

【報告者・石田 かな子さん・泉南・水道】17名の参加でおこ
なわれた税金対策分科会は、佐藤部長より昨年度の経過報告
があり、代議員からはマイナンバーカードに関して「保険証と
一体化されるのは、本当に反対」「手続きがスムーズになった
が危うさも感じた」、消費税に関して「税率を5％に戻しても
らいたい」「物価も消費税も上がっては困る」「インボイス登
録することになったので消費税を支払うことになった」「税金
対策部会内でインボイスについて学べたことが良かった」と
いった意見がありました。
　執行部からは「反対の声を上げることが大事、インボイス2
割特例も声を届けたことでできた制度。政治を変えるには選
挙しかない。投票を仲間に呼びかけて欲しい」と回答がありま
した。最後に運動方針が提案され、拍手で承認されました。

【報告者・村上 由美さん・浜福・内装】16名の参加でおこ
なわれた教宣分科会では、昨年の経過について、杉並区
議会でインボイス制度延期を国に求める意見書が採択さ
れた経緯を教えてほしい、との意見があり、事前に各会派
を回って賛同議員を募ってきた、23区内では初めて採択
されたこと、残念ながら昨年10月に制度は施行されてし
まったが、声を上げることが大事だ、と答弁がありました。
　その他、杉並支部HPにメールアドレスを掲載してほしい、
機関紙「すぎなみ」の「この人この名前」はとても良い企
画なので続けてほしい、各分会の教宣部長はなるべく若
い人を選出してほしい、といった意見がありました。杉並
支部LINE公式にその場で登録した仲間もおり、青木教宣
部長から機関紙すぎなみ連載記事「災害と防災」の説明
があり、最後に議案を拍手をもって承認し、終了しました。

【報告者・古橋 めぐみさん・中央・ALC】18名の参加で開催され
た賃金労働対策分科会では、賃金について、「大手企業交渉で日
給9,000円の事例が出されていることに驚いている、どんな人なの
か」との質問に対し「技能実習生の日給であり、最賃を守っている、
という企業側の姿勢が問題だ」との説明がありました。
　方針提案後、伊藤労働対策部長から健診の再読影とアスベスト問題
について体験談を交えて、東京土建の健診は「専門医による再読影」
があり、アスベスト疾患の発見に役立っているとの話がありました。
　また、吉田賃金対策部長より、建設キャリアアップシステムについ
て、今後は東京都の工事でも義務化がすすむこともあり、登録して就
業履歴の蓄積をしていくことが、決定的に重要であることの説明があ
りました。建設労働者の地位向上のためにも、今こそ働く仲間の安全
が守られ、賃金引き上げを実現するため、ともに力を尽くしましょう、
と確認して、経過・方針ともに承認されました。

４月７日～８日

《全建総連・業界団体・東京土建関係》◆
全国建設労働組合総連合 中央執行委員長 

中西 孝司◆全建総連東京都連合会 執行委

員長 山本 亨◆杉並建設労働組合 執行委員

長 吉本 正幸◆首都圏建設産業ユニオン杉

並支部 執行委員長 浅賀 信夫◆東京土建

国民健康保険組合 理事長 石村 英明◆東京

土建技術研修センター 理事長 渡辺 義久◆

東京建築カレッジ 学校長 小林 謙二◆東京

土建一般労働組合各支部（荒川・文京・台

東・墨田・江戸川・板橋・豊島・練馬・品

川・世田谷・新宿・調布・町田・多摩稲城・

西多摩・小金井国分寺・小平東村山・狛

江・日野）

《行政・政党・議員関係》◆杉並区長 岸本 
さとこ◆東京消防庁荻窪消防署長 中島 武

弘◆衆議院議員 吉田 はるみ◆東京都議会

議員 原田 あきら◆《地域共闘団体》◆東

京都教職員組合杉並支部 執行委員長 岡村 

香奈◆東京西部保健生活共同組合 理事長 

吉岡 尚志◆年金者組合杉並支部◆杉並生

活と健康を守る会 会長 井上 保◆杉並社会

保障推進協議会◆杉並総合法律事務所◆中

島税理士事務所 中島 宏治

《協力業者など》◆中央労働金庫中野支店 
支店長 志澤 哲◆株式会社 三恒

（敬称略）

【支部定期大会表彰者】大島 修一・大島 孝
子（井荻）、森 聰子・高橋 千枝（西荻）、高
岡 修平（富士見）、森田 浩孝・菊池 千惠
（阿佐谷）、毛塚 幸子（中央）、坪井 滝男・
山路 大輝（浜福）、鎌田 文彦・堀内 幸雄
（高和）、高橋 博人・石田 強・勝呂 賢一
（泉南）、児玉 一史・川瀬 裕太（青年部）
【主婦の会感謝状】中村 昌子（中央）
【特別表彰】斎藤 忠盛・椎津 國雄・髙野 一
粒（井荻）、永田 公俊（西荻）、百沢 富夫
（中央）、飯田 忠二・猪野 好子・久保田 美
代子・國分 次夫（泉南）

【第77回本部大会表彰者】大平 義道（井
荻）、小山 修一・小野 俊英（富士見）、大
越 確（泉南） 　　　　　　  （敬称略）

メッセージを
お寄せいただいた皆様

大会表彰者一覧

仕事技術対策
分科会

活発な討論が
おこなわれた

DVD
「仲間の健康と土建国保

を守ろう」視聴

報告者
石田 かな子さん

報告者
村上 由美さん

報告者・木村 英一郎さん

組織・後継者対策分科会

報告者・木内 雅彦さん

執行部を代表して
鎗田委員長よりあいさつ

夜の大宴会 分会を越えて交流 13年ぶりの分散会
退任した役員を代表して
毛塚 幸子さんがあいさつ
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第 365 回

れ
な
い
と
思
い
、女
房
の
実
家
の
青
木
塗
装

店
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
26
歳

の
時
に
、東
京
土
建
に
も
加
入
し
ま
し
た
。

最
初
の
数
年
は
運
転
手
と
し
て
、親
方
と
一

緒
に
現
場
を
回
っ
て
は
、見
積
り
の
仕
方
を

学
び
ま
し
た
。こ
の
経
験
が
独
立
し
て
か
ら

役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

取
引
先
は
、
デ
パ
ー
ト
丸
井
の
内
部

塗
り
替
え
工
事
が
主
で
、

夜
間
工
事
を
随
分
や
り

ま
し
た
。
ま
た
丸
井
社

員
寮
の
塗
り
替
え
工
事

で
静
岡
県
浜
松
市
か
ら

茨
城
県
水
戸
市
ま
で
、

あ
ち
こ
ち
出
張
し
た
こ

と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

一
人
親
方
と
し
て
独

立
し
た
の
は
35
歳
の
時

で
す
。
阿
佐
谷
に
あ
る

工
務
店
か
ら
細
々
し

た
塗
装
を
お
願
い
さ
れ
、

こ
な
し
て
い
く
う
ち
に

紹
介
で
仕
事
が
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。阿

佐
谷
分
会
で
は
厚
生
文
化
部
長
や
書
記

長
、分
会
再
編
前
最
後
の
分
会
長
も
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

分
会
役
員
の
登
用
に
も
協
力
し「
辰
己

さ
ん
に
騙
さ
れ
た
」
と
い
う
人
は
何
人
も

い
ま
す
（
笑
）
。そ
れ
も
縁
、多
く
の
仲
間

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、組
合
に
入
っ
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。若
い
頃
か
ら

ゴ
ル
フ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
趣
味
で
、
今
で

は
毎
年
１
泊
で
お
こ
な
う
夏
の
高
原
ゴ
ル

フ
が
楽
し
み
で
す
。涼
し
い
し
、カ
ー
ト
で

コ
ー
ス
に
入
れ
る
の
で
仲
間
に
好
評
な
ん

で
す
。

【
取
材　

双
木 

淳
志
】

　

私
は
４
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
、北
海

道
は
網
走
の
隣
に
あ
る
北
見
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
親
は
蕎
麦
屋
と
料
亭
を
営
ん
で

お
り
、
最
盛
期
で
14
・
15
人
の
使
用
人
が

い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
私
が
4
歳
の

時
、北
見
か
ら
一
家
で
上
京
し
ま
し
た
。
中

野
区
に
居
を
構
え
、
高
校
卒
業
ま
で
通
い

ま
し
た
。こ
の
間
、新
聞
配
達
や
喫
茶
店
、

ス
ナ
ッ
ク
の
ボ
ー
イ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト

を
経
験
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
日
本
料
理
人

に
な
り
た
く
て
、
料
理
学

校
に
も
通
い
ま
し
た
。

　

23
歳
の
時
、
住
ん
で
い

た
中
野
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

下
の
店
舗
に
空
き
が
で
き

た
た
め
、
喫
茶
「
マ
リ
ー

ナ
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

父
親
は
何
で
も
好
き
な
こ

と
を
や
れ
と
応
援
し
て
く

れ
、開
業
資
金
を
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
マ
リ
ー

ナ
」
は
内
装
に
も
こ
だ
わ

り
、当
時
珍
し
か
っ
た
ピ
ザ
を
出
し
た
り
、

ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
た
た
め
、た
い

そ
う
流
行
り
ま
し
た
。
中
学
の
２
年
後
輩

だ
っ
た
女
房
に
店
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
後
日
結
婚
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、常
連
さ
ん
の
す
す
め
で
ア
ル

コ
ー
ル
も
置
く
よ
う
に
な
る
と
、深
夜
ま
で

営
業
す
る
よ
う
に
な
り
、つ
い
に
は
体
を
壊

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
商
売
は
続
け
ら

組 合 で 多 く の

仲 間 と つ な が る

辰
たつみ

己 憲
のりおき

興さん　阿佐谷・塗装

４
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

37
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が

病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

奈
良　

喜
和
（
浜　

福
）

【
出
産
】

Ｂ
Ｕ
Ｉ 

Ｄ
Ｕ
Ｃ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｈ（
西
荻
）

柴
野　

汰
地
（
阿
佐
谷
）

藤
松　

大
貴
（
高　

和
）

【
新
入
学
】 

6
件

【
資
格
取
得
】 

6
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

秋
山　

憲
雅
（
井　

荻
）

中
山　

春
彦
（
井　

荻
）

大
瀧　
　

馨
（
西　

荻
）

小
島　

一
成
（
富
士
見
）

青
木　

隆
矢
（
阿
佐
谷
）

高
山　

榮
治
（
浜　

福
）

根
峯　
　

忠
（
浜　

福
）

貫
井　

潤
平
（
浜　

福
）

廣
澤　

榮
二
（
高　

和
）

鈴
木　
　

茂
（
高　

和
）

黒
石　

光
宥
（
泉　

南
）

荻
野　

晴
男
（
泉　

南
）

他
１
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

阿
部　

梅
信
（
西　

荻
）

島
田　

美
彦
（
阿
佐
谷
）

鈴
木　

成
規
（
阿
佐
谷
）

円
福　

輝
幸
（
阿
佐
谷
）

村
井
よ
し
江
（
中　

央
）

江
原　

春
雄
（
泉　

南
）

【
家
族
死
亡
】 

2
件

　杉並区では、解体工事着手前のア
スベスト事前調査について、建築物
所有者の負担軽減、調査実施促進の
ため、アスベスト分析調査費用の一
部を補助します。
　補助内容は、分析費用の2分の1相
当で最大5万円、建築物一棟につき1
回限りです。申請受付期間はＲ6年4
月1日～Ｒ7年2月28日まで、予算枠
に達した時点で受付
を終了します。詳し
くは右記のＱＲコー
ドを参照ください。

杉並区
アスベスト分析
調査費補助開始

最大5万円を補助

　

儲
け
る
の
は
大
企
業
や

富
裕
層
ば
か
り
、
物
価
高
に

賃
金
単
価
は
追
い
つ
か
ず

私
た
ち
の
生
活
は
ま
す
ま

す
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
が
今
回
製
作
し

た
「
所
得
格
差
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
」
を
先
頭
に
、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
「
賃
金

格
差
を
な
く
せ
」
「
消
費
税

を
５
％
に
戻
せ
」
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
た
だ
ち
に
廃
止
」

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー
！
」

と
私
た
ち
の
要
求
を
沿
道

に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
最

後
ま
で
元
気
よ
く
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。
「
増
税
メ
ガ

ネ
」
と
不
名
誉
な
あ
だ
名
を

付
け
ら
れ
た
岸
田
さ
ん
、
そ

ろ
そ
ろ
増
税
や
め
ま
せ
ん

か
？

　

５
月
１
日
に
代
々
木
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に

て
お
こ
な
わ
れ
た
第
95
回
メ
ー
デ
ー
に
杉
並

支
部
の
仲
間
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
95
回
メ
ー
デ
ー

48
人
が
参
加

あいにくの雨のなかあいにくの雨のなか
最後までデモ行進最後までデモ行進

青年部製作「所得格差のピラミッド」

辰己憲興さん

支
部
の
仲
間
48
人
が
参
加


